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東
海
環
状
西
廻
り
ル
ー
ト
の
、

大
野
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

平
成
32
年
度
に
完
成
す
る
運
び
と

な
る
。
岐
阜
、
関
ヶ
原
線
は
、
池

田
町
に
と
っ
て
企
業
誘
致
さ
ら
に

は
住
宅
の
招
致
に
つ
な
が
り
、
人

口
増
対
策
に
と
っ
て
も
、
最
も
重

要
な
幹
線
と
な
る
中
、
西
幹
線
道

路
と
の
接
続
は
片
山
部
落
内
で
、

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
道

の
駅
付
近
へ
の
接
続
は
出
来
な
い

か
。
又
東
幹
線
道
路
は
池
田
高
校

西
で
、
岐
阜
、
関
ヶ
原
線
と
の
接

続
が
見
え
な
い
。
町
の
南
北
道
路

の
岐
阜
、
関
ヶ
原
線
と
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

町
　
長

町
に
お
い
て
も
、
岐

阜
、
関
ヶ
原
線
と
、
西
幹

線
道
路
、
東
幹
線
道
路
と

の
繋
が
り
は
軸
と
考
え

て
い
る
。
片
山
地
内
道
路

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
中

で
の
改
良
と
、
迂
回
し

て
、
道
の
駅
付
近
の
交
差

点
付
近
で
の
改
良
が
で

き
な
い
か
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。
又
東
幹
線
か
ら

池田町の幹線道路計画を問う

八
幡
児
童
館
の
移
設
と
、
駐
車
場

整
備
に
つ
い
て

岐
阜
、
関
ヶ
原
線
に
つ
い
て
は
、

養
老
鉄
道
で
の
高
架
工
事
が
考
え

ら
れ
、
費
用
と
長
期
間
の
検
討
が

必
要
と
な
る
。
今
後
東
西
線
の
都

市
計
画
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め

準
備
を
進
め
て
い
る
。

八
幡
児
童
館
建
設
は
平
成
20
年

に
完
成
し
た
が
、
校
庭
内
の
東
隅

に
あ
っ
て
、
狭
い
校
庭
内
で
は
各

種
の
学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

支
障
が
あ
る
。
校
庭
外
の
近
い
場

所
へ
の
移
転
が
望
ま
れ
る
が
ど
う

か
。
又
職
員
の
駐
車
場
や
父
兄
の

駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
が
、
２

点
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。

町
　
長

安
全
面
か
ら
、
又
補
助
金
の
面

か
ら
校
庭
内
に
建
設
を
し
た
。
県

下
で
も
校
庭
内
で
の
開
設
は
73
％

で
、
目
の
届
く
所
で
の
児
童
館
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
教
室
が
望
ま
し
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
第
５
次
総
合

計
画
の
中
で
、
移
設
又
位
置
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

職
員
の
駐
車
場
と
父
兄
の
駐
車

場
は
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
、

現
在
の
駐
車
場
南
側
の
土
地
に
つ

い
て
、
地
権
者
と
手
続
き
の
了
承

を
得
て
、
で
き
た
ら
27
年
度
以
降

購
入
し
て
い
き
た
い
。

▲ふれあい街道附近と岐阜、　関ヶ原線の交差点▲東幹線・池田高校西道路

▲校庭内の児童館と南駐車場


